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と，8箇のsignalが自働的に送られる）。　Kockの音

響レソズ，極超短波と超音波の相似現象など，fascト

n：1ting　researchか多い、ただ大学の研究所のような基

礎的研究が盛五に行われているのは意外であつた。この

印象はG．E・Lab．でもうけた．むしろ大学の研究会が

applicationの方に傾いているかも知れない。　（これは

お金のない大学は研究費かせぎのためにcentact－resear・

chが多くなり，お金のある会社の研究所が悠々と

b三s’c－researchがやれるためだろうか〉。　Hoganの

feril’eを使つたmagic－tUbe，　Pietenpo1のtransistorの

研究など一々あげていたらきりがない．こういう設備，

建物人間共に集った超豪華版のLab．は私共には目の

毒．E一ある，

　ここに比べるとPrincetonにあるR．C．A．Lab．は余

程つまらない．就中RC．A．のAcoustic　Lab．はOlson

という有名人かいるにもかかわらず貧弱なものである。

5，DictaphoneとSonic　Energy　lndustry

　アメリカの音響学を論ずるのにdictaphoneをne・

gletでき9aであろう。dictaphoneはaudographとも

いわれ口述機とでも訳されるかg一種の録音機である

が，近頃日本で大流行のtaPe－recorderではない．　tape－

recorderは日本のよ5に流行していない。その代り

dictaphoneがアメリカの工業界に演じている役割は測

り知れないものがある、．dictaphoneにはEdisonが発

Dictaphoneの最新型

　明した当時の円筒型蝋の上に録音するものと，円筒型

のセルロイド板にrecordするものなどあるが，いずれも

電話機と共に欠くべからざるbusiness－rnachineで，手

紙，文書すべてこれに向つてしやべれば，あとはsecre一

群yがこれをreceiverか聴診器のようなもので耳に聴な

がら9イブする。

　いわゆるshΩrt－hand（速記）はこれでいらなくなる。

もつともタイプできる人は大ていshort－handができる

英語のshort－handは日本語に比べて遙かに楽なことも

20

、

生　産　研　究

あろう。dict7phoneのよ5な　buSiness－machine　で日

本に取り入れる前に，片かな，平がな，漢宇という文字

の世界での三重生活をぜひ清算する必硬があろ殆

　Sonic－waveを使つて厚み測定をしナニり，レーダF－　V）

ように反射式で鋳物の中のcraekをしらべたりする扱

術は相当古いが，更にsonic・energyを積極的に用い（

工作をやるようになつたのは最近でこのため　somi⊂・

energyの工業化が著しく範囲を拡げられた。

　代表的なものにCavitron　Equjpment　Co．やSo　und－

Drill　Co．が生産しているSQund－dhllがあり，又Massa

Lab．やG．E．　Lab．がやっているcleaningや金属表面

の酸化被膜をとつて，例えばアルミ半田を行う方法があ

り，この他Sonic－energy　InCtustryと名をつけることの

できる会社が少くても15社はあげられる。

6．　Mis㏄1且aneou8

　BellのDr・Kockは印度人で，印度でek　Rarnanに

師事したことがあるが，Harvardをretire・した1）！．．

SaundersもViolinの研究でRama皿に師事したこと

がある。Dr・SaundersはMass．州の片田舎に余生を楽し

んでいるが，自宅に数日泊めて頂いてViollnの研究の

discussionをした。この他New　Yorkの風変ウな研究

所Haskin§Lab・のVisible－speechやWa5hi皿gtoη

UniversityのDr．　Swenson，　University　of　tSfinnesotra

のDr．　Cambert，　DavisのCentral　lnstitute　for　Deaf，

1．RE．のannua且meetingなど　fascinati皿9　event

はつきないが紙数をこしているので別の機会に譲りた

い。　（次回，アメリカの航空工業｝．
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